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江
戸
時
代
の
足
立
区
は
、
領
主
で
も
あ
っ

た
徳
川
将
軍
家
の
御
成
先
（
お
な
り
さ
き
。

将
軍
や
世
嗣
が
出
向
く
場
所
）
の
一
つ
で
し

た
。
昔
話
や
区
の
歴
史
に
関
す
る
刊
行
物
に

も
た
び
た
び
登
場
す
る
た
め
、
ご
存
じ
の
方

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
将
軍
や
世
嗣
が
食
事
や
休
憩
を
と
る
場
所

に
は
、
「
御
膳
所
」
や
「
御
小
休

所
」
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
場
合
、

寺
院
や
大
き
な
屋
敷
が
そ
の
役
割

を
担
い
ま
し
た
。
当
時
の
将
軍
家

御
成
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
史
料
が
「
御
膳
所
絵

図
」
で
す
。

こ
こ
で
は
、
筑
波
大
学
附
属
図
書

館
が
所
蔵
す
る
御
膳
所
絵
図
の
中

か
ら
、
足
立
区
域
に
あ
っ
た
二
つ

の
寺
院
、
上
掲
の
國
土
安
穏
寺

（
島
根
）
と
、
次
頁
に
掲
載
し
た

明
王
院
（
梅
田
）
の
絵
図
を
紹
介

し
ま
す
。

　
■
御
成
の
行
列　
将
軍
家
の
御
成

と
い
う
と
、
将
軍
や
世
嗣
が
数
名

の
供
を
従
え
て
移
動
す
る
姿
を
思

い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

当
時
の
記
録
や
浮
世
絵
を
見
る
と
、
実
際
に

は
お
よ
そ
一
〇
〇
人
規
模
の
「
行
列
」
を
編

成
し
て
行
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
、

二
万
〜
三
万
石
級
の
大
名
行
列
に
匹
敵
し
、

将
軍
の
外
出
が
い
か
に
大
掛
か
り
な
も
の
で

あ
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

■
迎
え
る
側
の
役
割　
一
方
、
将
軍
を
迎
え

る
御
膳
所
や
近
隣
の
町
村
で
も
、
万
全
の
受

け
入
れ
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
陣
幕
を

張
っ
て
御
成
の
空
間
を
設
け
る
ほ
か
、
到
着

す
る
幕
臣
や
警
備
の
役
人
へ
の
対
応
に
も
追

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
御
成
は
地
域
の
農
作
業
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
足
立
区
域
は
水

田
地
帯
で
し
た
が
、
御
成
、
と
り
わ
け
鷹
狩

り
が
行
わ
れ
る
冬
に
は
、
狩
り
場
と
す
る
た

め
に
田
の
水
を
完
全
に
落
と
す
「
田
さ
く

り
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
『
葵
の
御
威

光
』
当
館
、
二
〇
〇
六
年
）
。

　

こ
の
よ
う
に
、
将
軍
の
御
成
は
地
域
の

人
々
の
暮
ら
し
や
農
作
業
に
も
深
く
関
わ
る

一
大
行
事
だ
っ
た
の
で
す
。

　

島
根
四
丁
目
の
國
土
安
穏
寺
は
、
将
軍
家

の
御
膳
所
に
ふ
さ
わ
し
く
、
寺
紋
に
葵
紋
を

用
い
て
い
ま
す
。
上
の
絵
図
は
、
元
文
元
年

（
一
七
三
六
）
十
一
月
二
十
九
日
に
、
世
継

ぎ
の
徳
川
家
重
（
の
ち
の
九
代
将
軍
）
が
訪

れ
た
際
の
御
膳
所
の
様
子
で
、
南
を
上
に
し

て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
、
家
重
は
小

菅
御
殿
を
出
発
し
、
中
川
沿
い
を
巡
行
し
保

木
間
あ
た
り
を
経
て
、
國
土
安
穏
寺
を
御
膳

所
と
し
ま
し
た
（
『
徳
川
実
紀
』
）
。

■
当
日
の
記
事　
当
日
の
行
動
に
つ
い
て
記

さ
れ
て
お
り
、
「
御
膳
場
の
永
田
百
助
組
と

い
っ
し
ょ
に
小
菅
御
殿
か
ら
保
木
間
村
あ
た

り
迄
、
御
成
に
な
っ
た
。
御
膳
所
は
嶋
根
村

の
安
穏
寺
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に

P3P3P1P1資料紹介　将軍家御膳所絵図…資料紹介　将軍家御膳所絵図…

【図1】「嶋根村安穏寺図」
将軍家御成の警備配置図
筑波大学附属図書館蔵

郷土博物館

資料紹介　将軍家御膳所絵図
國土安穩寺と明王院

１
随
行
者
と
対
応

２
國
土
安
穩
寺

明治九年御巡幸御用扣（下）…明治九年御巡幸御用扣（下）…
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寺
社
奉
行
だ
っ
た
大
岡
忠
相
が
縄
張
り
な
ど

を
差
配
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
御
膳
所
の
設
備
と
警
備　
絵
図
に
は
、
本

堂
の
左
側
に
家
重
の
御
座
所
が
設
け
ら
れ
、

「
御
」
の
字
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
座
所

は
、
三
日
月
形
の
水
路
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ

た
竹
矢
来
（×

印
）
と
陣
幕
に
囲
ま
れ
、
厳

重
に
区
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
絵
図
中
の
●
印
は
、
警
備
役
人
の
配

置
場
所
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
客
殿
の
上
方
に
は
、
「
目
付

衆
」
や
「
布
衣
（
ほ
い
）
以
上
」
ら
旗
本
た

ち
が
控
え
る
場
所
も
描
か
れ
て
お
り
、
御
成

に
際
し
て
幕
府
の
役
人
が
厳
格
な
警
備
と
儀

礼
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
様
子
が
判
り
ま

す
。

■
関
係
す
る
嶋
根
村
の
家
　々

絵
図
に
は
、

周
辺
の
嶋
根
村
の
家
々
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

右
上
に
は
名
主
・
金
蔵
、
下
中
央
付
近
に
は

名
主
・
孫
七
の
家
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
嶋
根
村
に
は
二
人
の
名
主
が
置
か
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
右
上
に
描
か
れ
た
当
時
の
寺
の
表

門
の
外
に
あ
る
家
に
も
●
印
が
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
所
に
は
、
「
こ
の
家
は
御
茶

を
担
当
す
る
家
で
あ
り
、
人
足
が
大
勢
出
入

り
す
る
た
め
、
こ
こ
に
も
警
備
を
置
く
」
と

の
注
記
が
あ
り
、
人
や
物
資
の
往
来
が
多
い

こ
と
か
ら
、
警
備
が
強
化
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
絵
図
か
ら
は
、
御
成
が
寺
院

だ
け
で
な
く
、
嶋
根
村
の
名
主
や
御
茶
を
担

当
す
る
家
な
ど
、
地
域
の
人
々
の
協
力
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
日
の
家
重
の
来
訪
に
つ
い
て
は
、
國

土
安
穏
寺
の
縁
起
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
と

く
に
「
将
軍
が
魚
取
り
を
楽
し
ん
だ
」
と
い

う
伝
説
と
し
て
、
加
藤
敏
夫
編
『
足
立
百
の

語
り
伝
え
』
（
足
立
区
、
一
九
八
六
年
）
に

も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
図
は
、
縁
起
や
地
域
に
伝
わ
る
伝

説
の
背
景
と
な
っ
た
家
重
来
訪
の
様
子
を
伝

え
る
史
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
り
、
当
時
の

出
来
事
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
価

値
の
高
い
資
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

梅
田
四
丁
目
の
明
王
院
は
、
源
氏
伝
説
で

も
知
ら
れ
た
名
刹
で
す
が
、
こ
こ
も
御
膳
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
下
段
に
掲
載

し
た
絵
図
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
十
月

二
十
二
日
に
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
御
膳
所

と
し
て
利
用
し
た
と
き
の
絵
図
で
す
（
本
絵

図
は
北
が
上
に
描
か
れ
て
い
ま
す
）
。

■
梅
田
村
の
家
々
と
土
地　
國
土
安
穏
寺
の

絵
図
と
同
様
に
、
こ
の
絵
図
に
も
地
元
・
梅

田
村
の
関
係
す
る
家
々
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
「
道
心
者
」
と
記
さ
れ
た
家

も
見
ら
れ
ま
す
。
道
心
者
と
は
、
半
僧
半
俗

の
在
家
信
者
で
、
寺
院
に
仕
え
な
が
ら
仏
道

に
携
わ
る
人
々
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
寺
の
南
北
に
は
水
路
に
つ
な
が
る

「
ふ
け
田
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

「
深
田
」
と
も
呼
ば
れ
る
湿
田
を
意
味
し
、

水
を
た
た
え
、
水
分
を
多
く
含
む
田
を
指
し

【図２】梅田村明王院図　筑波大学附属図書館蔵　参道と山門の上に徳川吉宗の御座所がみえる。

３ 
梅
田
の
明
王
院
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ま
す
。
足
立
区
周
辺
は
古
く
か
ら
湧
水
に
恵

ま
れ
た
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
（
西
新

井
の
名
水
井
戸
な
ど
）
、
こ
の
「
ふ
け
田
」

も
そ
う
し
た
豊
か
な
水
環
境
を
反
映
し
た
景

観
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
幕
閣
の
同
行　
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
随

行
者
の
顔
ぶ
れ
で
す
。
絵
図
に
は
警
備
の
人

数
が
記
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
明
王
院
の
本

堂
と
み
ら
れ
る
建
物
内
に
「
若
年
寄
衆
」

「
御
側
衆
」
「
御
小
姓
衆
」
「
御
小
納
戸

衆
」
と
い
っ
た
幕
閣
や
側
近
た
ち
の
控
所
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
國
土
安
穏

寺
の
絵
図
と
同
様
に
、
旗
本
た
ち
の
「
目
付

衆
」
や
「
布
衣
以
上
」
待
機
場
所
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
将
軍
側
近
の
幕
閣
ま
で
随

行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
吉
宗
の
明
王
院
へ

の
御
成
が
、
國
土
安
穏
寺
へ
の
御
成
以
上
に

大
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

■
水
路
と
並
木
が
め
ぐ
る
外
郭　
明
王
院
の

絵
図
で
は
、
吉
宗
の
御
座
所
は
本
堂
前
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寺
の
外
郭
の
さ

ら
に
外
側
に
は
、
並
木
と
水
路
が
め
ぐ
る
二

重
の
線
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
い

わ
ば
明
王
院
の
「
外
堀
」
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
す
も
の
で
、
出
入
口
に
は
、
や
は
り
●

印
で
示
さ
れ
た
警
備
役
人
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
寺
院
は
時
に
城
郭
の
よ
う
な
防
御

機
能
を
備
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
絵
図
は
そ
の
よ
う
な
性
格
を
思

わ
せ
る
構
造
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
の
絵
図
を
御
覧
い
た
だ
く
と
、
い
ず

れ
も
警
備
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が

お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
寺
院

で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
構
え
は
砦
や
城
郭
を

思
わ
せ
る
ほ
ど
厳
重
で
す
。

　

徳
川
将
軍
家
は
当
時
の
政
治
の
頂
点
に
あ

り
、
そ
の
動
静
は
幕
府
に
と
っ
て
最
重
要
事

項
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
将
軍
が
立
ち
寄
る

御
膳
所
に
は
、
警
備
に
適
し
た
施
設
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
と
い

え
ま
す
。
足
立
区
域
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も

西
新
井
の
總
持
寺
（
西
新
井
大
師
）
や
千
住

の
勝
專
寺
（
赤
門
寺
）
な
ど
が
御
膳
所
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
寺
院
も
同
様

の
警
備
機
能
を
備
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
御

膳
所
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

以
上
、
二
つ
の
御
膳
所
図
を
御
紹
介
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
絵
図
に
も
右
上
に
「
東
京

師
範
学
校
図
書
印
」
が
押
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
資
料
は
東
京
師
範
学
校
か
ら
東
京
教

育
大
学
を
経
て
、
現
在
は
筑
波
大
学
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

附
属
図
書
館
の
検
索
画
面
で
「
安
穏
寺
」
ま

た
は
「
梅
田
村
明
王
院
」
と
検
索
す
る
と
、

ど
な
た
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
八
月
三
〇
日
ま
で
写
真
パ
ネ
ル
公
開
中
】

博
物
館
で
開
催
中
の
「
収
蔵
資
料
展
」
で
本

資
料
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
徳
川

将
軍
家
ゆ
か
り
の
資
料
と
あ
わ
せ
て
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。　（

文
＝
学
芸
員
　
多
田
文
夫
）

　

こ
れ
ま
で
、
第
六
九
九
号
（
令
和
八
年
五

月
刊
行
）
、
第
七
〇
一
号
（
令
和
八
年
七
月

刊
行
）
で
「
御
巡
幸
御
用
扣
」
を
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。

　

最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
巡
幸
当
日
ま
で

の
記
述
か
ら
、
準
備
の
過
程
に
つ
い
て
解
説

し
ま
す
。

■
当
日
の
賄
料
と
費
用
支
払
い
の
区
別

　

は
じ
め
に
、
巡
幸
日
当
日
の
賄
料
や
費
用

の
請
求
先
に
つ
い
て
ま
と
め
た
史
料
を
み
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
御
巡
幸
御
用
扣　

十
一丁
目
写
真
】

  

【
御
巡
幸
御
用
扣　

該
当
部
分
翻
刻
】

　
　
　

御
当
日
賄
料

一
、
上
等　
　

三
拾
五
銭

一
、
下
等　
　

十
八
銭

　
　
　
　
　

〆

　
　
　

諸
入
費
仕
拂
区
別

φ一
、
米
・
酒
・
塩
・
醤
油
其
他
野
菜
類
、

　
　

魚
鳥
肉
類
都
而
喰
事
物
買

　
　

上
ケ
費
ハ
内
膳
課
仕
拂
ニ
付
、

　
　

同
課
出
張
之
節
、
精
算
帳

　
　

可
差
出
之
事

φ一
、
此
度
薪
・
油
・
蝋
燭
・
紙
・
筆
・
墨

　
　

米
桶
類
水
流
シ
、
テ
イ
ブ
ル
・
燈

　
　

灯
・
土
瓶
類
其
他
人
夫
雇
等
之

　
　

費
者
都
而
調
度
課
仕
拂
ニ
付
、

　
　

類
帳
同
課
江
官
員
出
張
之
節
、

【
新
収
蔵
史
料
紹
介
】

大
久
保
家
文
書

大
　
石
　
瑞
　
樹

明
治
九
年
御
巡
幸
御
用
扣
（
下
）

（
ひ
か
え
）

４　
御
膳
所
の
警
備
機
能
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差
出
之
事

φ一
、
御
湯
殿
、
御
馬
建
、
御
奥
台
所

　
　

御
厠
等
新
規
被
建
、
其
他
畳

　
　

表
替
幷
竪
障
子
繕
ひ
幕

　
　

帳
等
出
来
之
費
者
、
内
匠
課
ニ
而

　
　

仕
拂
有
之
事

・
当
日
の
賄
料

　

引
用
箇
所
の
前
半
部
か
ら
は
、
当
日
の
賄

料
と
し
て
上
等
は
三
十
五
銭
、
下
等
は
十
八

銭
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
基
準
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
人
の
役
割
に
よ

っ
て
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

歴
史
的
背
景
な
ど
、
考
慮
す
べ
き
点
が
多
い

た
め
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
現
代
の
貨

幣
価
値
に
直
す
と
上
等
が
約
一
万
円
、
下
等

が
約
五
千
円
で
、
当
日
食
事
代
の
名
目
と
し

て
賃
金
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
同
史
料
は
大
久
保
氏
が
出
納

担
当
（
御
巡
幸
御
用
諸
入
費
金
出
納
帳
簿
取

締
扱
）
と
し
て
手
控
を
つ
け
て
い
た
か
ら
か
、

巡
幸
と
は
直
接
関
係
の
な
い
金
銭
出
納
に
関

す
る
記
述
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
に

は
「
千
住
ゟ
人
力
代
舎
人
町
迄
十
四
銭
」
と

の
記
述
も
あ
り
、
こ
れ
は
千
住
か
ら
舎
人
町

ま
で
人
力
車
で
行
く
の
に
十
四
銭
か
か
る
と

い
う
意
味
で
す
。
こ
こ
か
ら
、
当
時
の
金
銭

感
覚
が
想
像
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

・
諸
入
費
の
支
払
い
に
つ
い
て

　

こ
れ
に
続
く
諸
入
費
仕
払
区
別
で
は
、
調

味
料
や
野
菜
・
鶏
肉
な
ど
の
食
糧
費
、
雑

費
・
人
件
費
、
御
湯
殿
・
御
厠
な
ど
行
在
所

の
整
備
費
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
部
署
へ
請
求

す
べ
き
か
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
言

及
さ
れ
て
い
る
内
膳
課
・
調
度
課
・
内
匠
課

は
い
ず
れ
も
当
時
宮
内
省
内
に
設
置
さ
れ
て

い
た
課
で
あ
り
、
御
巡
幸
時
の
費
用
が
宮
内

省
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
予
算
の
枠
組
み
が
御

巡
幸
と
し
て
で
は
な
く
、
平
時
の
分
類
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
興
味
深
い
事
象
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
史
料
中
に
み
ら
れ
る
〇
に

棒
線
を
追
加
し
た
記
号
（
翻
刻
で
は
φ
を
代

用
）
は
、
作
成
者
で
あ
る
大
久
保
氏
が
確
認

の
た
め
に
付
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
出
勤
控
に
み
る
御
巡
幸
に
向
け
た
準
備

　

次
に
、
史
料
後
部
に
記
述
さ
れ
た
出
勤
控

か
ら
、
準
備
過
程
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

こ
の
史
料
は
、
大
久
保
宗
平
氏
が
自
身
の
出

勤
の
際
に
書
き
留
め
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

【
出
勤
控
（
抜
粋
）　

翻
刻
】

　
　
　
　
　

出
勤
扣

五
月
十
二
日　
　
　
　
　

一
同
出
勤

〃　

十
三
日　
　
　
　
　

右
同
断

　
　
　

（
中
略
）

廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　

扱
所　
　
　

浅
香

大
久
保
内
務
省　

道
路　
　
　

渡
辺　

□

　

御
通
行　
　
　

南
組　

川
村

　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
□　

織
畑

　
　
　
　
　
　
　

宿
調　
　
　

星
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
仁

　
　
　
　
　
　

扱
所　

大
久
保

　
　
　

（
中
略
）

　
　

廿
九
日

　
　
　
　

一
同

道
路　
　
　
　

川
村

　
　
　
　
　
　

池
上

　
　
　
　
　
　

浅
香

　
　
　
　
　
　
　

大
久
保

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺

　
　
　

三
十
日　
　

一
同

　
　
　

三
十
一
日　

一
同

　
　

六
月
一
日　
　

一
同

　
　

六
月
二
日

　
　
　
　
　

御
通
輦

　
　
　
　
　
　
　
　

一
同

※

□
は
文
字
が
不
明
瞭
な
も
の
。

　

出
勤
控
は
五
月
十
二
日
か
ら
記
載
さ
れ
て

お
り
、
準
備
を
担
っ
た
千
住
の
町
役
人
が
、

各
日
担
当
の
場
所
へ
出
勤
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
二
十
三
日
に
記
載
の
あ
る

「
大
久
保
内
務
省
御
通
行
」
と
は
、
御
巡
幸

の
先
発
隊
と
し
て
大
久
保
利
通
（
当
時
内
務

卿
）
が
千
住
宿
を
通
過
し
た
こ
と
を
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
六
月
三
日
に
あ
る
「
御
通

輦
」
と
は
、
明
治
天
皇
の
乗
っ
た
車
の
御
通

行
を
指
し
、
同
日
の
担
当
者
一
同
の
出
勤
が

確
認
で
き
ま
す
。
四
週
間
前
か
ら
入
念
に
準

備
し
、
通
行
の
三
日
前
か
ら
は
連
日
全
員
出

勤
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
す
。

■
お
わ
り
に　

　

今
回
ま
で
全
三
回
に
わ
た
り
、
明
治
九
年

の
東
北
巡
幸
の
際
に
、
千
住
宿
が
行
っ
た
準

備
に
つ
い
て
、
当
時
の
史
料
を
も
と
に
解
説

し
て
き
ま
し
た
。

　

第
一
回
で
は
、
昨
年
の
特
別
展
で
展
示
し

た
御
用
扣
の
展
開
部
か
ら
、
御
行
在
所
で
用

意
さ
れ
た
品
々
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

使
用
す
る
炭
や
井
戸
の
水
ま
で
細
か
く
指
定

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
示
し
た
史
料
で
調
度
課
の
支
払

い
と
な
っ
て
い
た
テ
ー
ブ
ル
の
領
収
書
も
紹

介
し
ま
し
た
。

　

第
二
回
で
は
、
通
行
す
る
往
還
の
整
備
に

つ
い
て
、
通
行
の
利
便
性
と
、
衛
生
環
境
の

二
点
を
重
視
し
た
快
適
な
通
行
を
目
指
し
て

い
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
諸
入
費
支
払
い
に
関
す

る
史
料
と
出
勤
扣
か
ら
、
巡
幸
準
備
に
際
し

て
の
実
務
的
な
動
き
に
つ
い
て
み
て
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
回
か
ら
も
、
明
治
新
政
府
の
一

大
事
業
で
あ
っ
た
天
皇
御
巡
幸
を
完
遂
す
る

た
め
、
千
住
の
町
役
人
た
ち
が
準
備
に
尽
力

し
た
姿
が
想
像
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

東
北
巡
幸
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
程
が
記

さ
れ
た
宮
内
省
発
行
『
東
巡
録
』
と
い
う
史

料
が
あ
り
ま
す
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
可
能
）
。
こ
れ
を

み
る
と
、
皇
后
と
の
御
餞
別
や
三
条
実
美
の

和
歌
奉
献
な
ど
を
含
め
、
実
際
に
千
住
に
滞

在
し
た
時
間
は
一
時
間
半
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、

い
か
に
入
念
に
準
備
し
て
い
た
か
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
に
残
る
史
料
か
ら
は
、

公
的
な
記
録
か
ら
は
見
え
な
い
地
域
の
実
情

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）


